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論文内容の要旨 
【目的】 
胸腰椎破裂骨折に対する short segment pedicle screw fixation(non-segmental SSPSF)はmotion 
segment を温存できる点で優れた方法である。一方で椎体圧潰や後弯変形の進行など許容できな
い悪化例の報告がある。 骨折椎に pedicle screw を追加した SSPSF(segmental SSPSF)が整復
位の維持に有効であるかを検討する為、implant  抜去後までの経過を追跡調査した。 
【方法】 
non-segmental(group A): segmental(group B) 11 例: 24 例を対象とした。平均年齢
は 48.7 歳: 46.9 歳、平均経過観察期間は 36 カ月: 29.4 カ月だった。 
【結果】  
受傷時の anterior vertebral height compression ratio(AVHC)は group A 41.7%: group B 
38.4%(P=0.62)、local kyphosis angle (KA)は14.55度: 14.04度(P=0.88)だった。術直後ではAVHC
は 15.25% : 10.88%(P=0.08), KA は 1.18°:1.42°(P=0.91)と両群ともに良好な整復位が得られて
いた。骨癒合した時点では、AVHC は 30.69%: 13.61%(P<0.05)、KA は 16°: 4.46°(P<0.05)と
有意差があった。 Implant 抜去後では、AVHC の矯正損失は 3.5%: 2.27%, KA の損失角は 4.5°: 
3.46°と僅かであった。 
【結論】胸腰椎破裂骨折の初期整復と後弯矯正は SSPSF で十分に得られる。しかしながら整復
位と後弯矯正の維持は non-segmental SSPSF では不十分であり、骨折椎に pedicle screw を追加
した segmental SSPSF が有効であった。motion segment の再獲得のためには implant 抜去が
推奨されると考えられた。 
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